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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

仙台市の下水道事業 

今年で118年目（明治32年～） 

汚水施設は概成（普及率は99.6%） 

雨水施設はこれから（整備率約34%） 

下水管敷設延長は4,692㎞ 
処理場数は23箇所（公共5,農集15,地域3） 

ポンプ場施設は326箇所 
【H27年度末】 
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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

仙台市下水道管理ニーズの変化 
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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

仕様の見直し 

ＣＡＤ的仕様 

• 属性表示 
• 引出線 

構造化仕様 

• ネットワー
ク構造 

• 図郭の概念 

標準化仕様 

• バイナリー
データから
の脱却 
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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

整備・運用基準の策定 

6 

業務フロー 
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事例紹介 
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下水道資産管理図ビューア（デモ） 
 ＊東日本大震災時に既に整備していた下水道台帳 



被災調査対応事例の紹介 
東日本大震災における仙台市下水道の被害（仙台市より） 

 全管路延長4,592km（農集排・地域下水道含む） 

   約102kmの被災ｽﾊﾟﾝを確認（調査延長の約2％） 

   ・ 管きょ埋戻箇所の液状化  ・ 地震動による破断や破損 

   ・ たるみによる滞水  ・ 地すべりによる管きょ破損 

8 管きょ工事堀り山の陥没 液状化による人孔の浮上 

管きょは良く耐えた！ 
耐震化済管きょは被災無し 



短期決戦の災害対応              （仙台市より） 
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発災後わずか３日目 

現地調査本部前 調査準備 調査打合せ 

 1次調査 4,525ｋｍ （全管きょの99％） 

 大都市による緊急調査支援（H23.3.14から延べ1,630人） 

 ２次調査 

 管路管理業協会協定に基づくカメラ調査等 125.9km 

 被災スパン延長 102.1km ， 災害申請延長34.6km 

 災害査定 

 第１次査定（H23．5/16～18）～８次査定（H24．１/31～2/1)  

 査定が完了した箇所から復旧工事発注へ 

 他都市からの調査支援 

 下水道災害時における大都市間の連絡・連携体制に関するルール 

 



復旧に向けた対応にＧＩＳは必須        （仙台市より） 

「被災時の混乱の抑制を確実に！」 
  

 震災発生後速やかに対応ができたのはＧＩＳがあってこそ 

 多くの支援があってもＧＩＳ化されていないと全て手作業に 

 復旧までの道のりを短縮するカギはＧＩＳ 

      被害調査 ⇒ 災害査定 ⇒ 復旧工事 

 

      例：被害調査 
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調査計画 現地調査 結果反映 

1日で最新情報を共有 



仙台市下水道防災訓練             （仙台市より） 

平成27年度 仙台市下水道防災訓練 

 

平成27年11月12日 

「仙台市下水道BCP〔地震・津波編〕」を策定 

BCPの定着と内容の維持改善 

実地訓練【管路1次調査】 

•現地調査 延べ人数 約80名（14班） 

•調査実施延長 83.5㎞ 2,116スパン 

調査図，調査表の作成，データ集計にGISを活用 
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仙台市下水道防災訓練 ～現地調査～  （仙台市より） 

GISから位置図を紙に出力 

現場で直接調査結果を記入 
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滞水 

調査位置図 

現場調査の様子 



仙台市下水道防災訓練 ～GISへの取り込み～ （仙台市より） 

調査表データと写真をGISへインポート 
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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

事例紹介 
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災害対応とGIS 
 東日本大震災対応事例（デモ） 



アセットマネジメントとGIS 
ストックマネジメント計画の必要性      （仙台市より） 

 仙台市でも下水道管きょや施設の老朽化が進んでいる 
 今後20年で約46%の管きょが耐用年数（50年）を超過 
 今後，高度経済成長期以降に布設した管きょが続々と耐用年数を超過 

⇒更新に必要な費用の予測や平準化を行いたいが… 
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H27末：4,692㎞
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1,935㎞



リスクマネジメント                 （仙台市より） 

 リスクとは 
 目的に対する不確かさの影響 
 影響の大きさ×発生確率 
 事業の優先順位付け（いつ，何をしたらよいか？） 
 老朽化、浸水、地震のリスク評価にGISを活用 
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環境の観点 経営の観点

・健全な水環境
・地球環境保全への貢献

・透明で健全な経営

環　　境 コ　ス　ト

周辺人口 環境負荷 復旧費用

スパンあたり
周辺人口
（人）

丘陵地
管径

低平地
現有能力

車両通行台数
(台/日)

（舗装構成）
計画汚水量
（㎥/日）

復旧費用
（円）

A B C D E

5人未満
(一戸建の取付管)

400㎜未満 360㎥/hr未満
100台未満

簡易，砂利，農道，私道 100㎥/日未満 百万円未満 1 1 6 11 15 21

5人以上～
20人未満

（アパートの取付管）

400㎜以上
～800㎜未満

360㎥/hr以上
～1,000㎥/hr未満

100台以上
～1,000台未満

L舗装
A舗装

100㎥/日以上
～1,000㎥/日未満

百万円以上～
3百万円未満

2 2 7 12 16 22

20人以上～
50人未満

（マンションの取付管）

800㎜以上
～1,500㎜未満

1,000㎥/hr以上
～5,000㎥/hr未満

1,000台以上
～5,000台未満

B舗装
1,000㎥/日以上

～5,000㎥/日未満
3百万円以上

～1千万円未満
3 3 8 13 17 23

50人以上～
100人未満

避難所等
*
の取付管

1,500㎜以上
～3,000㎜未満

5,000㎥/hr以上
～36,000㎥/hr未満
合流の放流管・貯留管

5,000台以上
～30,000台未満
緊急輸送路

C舗装
緊急輸送路

5,000㎥/日以上
～50,000㎥/日未満
雨水吐き室の遮集管

1千万円以上
～5千万円未満

4 4 9 14 19 24

100人以上 3,000㎜以上 36,000㎥/hr以上
30,000台以上

線路下

D舗装
直轄国道
線路下

50,000㎥/日以上 5千万円以上 5 5 10 18 20 25

1年以内20年超 20年以内 10年以内 5年以内

影　　響

発生確率市民の観点

・下水道サービスの維持向上
・雨に強いまちの実現

排水能力
（伏越しは上流スパンの能力）

（調整池は許容放流量または流入量）
交通量

サービス 交通被害

管路に構造的不具合（破損等）が発生した場合の影響 あと何年で壊れるか 

管路リスク評価表 

台帳のデータだけでは足りない 
14万スパン以上のデータ数 



下水道台帳

計画台帳

道路台帳

リスク評価システム
（GIS）

諸元情報

計画汚水量

交通量

不良率

カメラ調査

影響 発生確率

GISを活用したリスク評価            （仙台市より） 

 リスク評価に必要な情報をGISに集約 

 GIS化された他の情報を共有できる（簡単に利用可能） 

 リスク評価結果を可視化 
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GISを活用した戦略的な分析          （仙台市より） 

 GIS上に可視化されたリスクを確認しながら工事計画立案 

 長期保全費用予測に反映 
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GIS 

周辺人口「4」 
排水能力「3」 
交通量「3」 
計画汚水量「2」 
復旧費用「3」 
発生確率「D」 
リスク「H」 

●●地区改築工事 
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やまぐちGISひろば「第2回GISフォーラム」 

おわりに（まとめ） 
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 平時だけではなく大規模災害時にもGISは不可欠 
◦ GISは被災調査の迅速化・ビジュアル化に寄与 

 
 平時システムの災害対応利用が効果的 
◦ 被災状況を反映できるGISシステムは有効であり、アセットマ
ネジメントの一環として進めていた『データの標準化』及び
『汎用GISエンジン』での運用が被災調査等への活用に効果的 
 

 アセットマネジメントの高度化にGISは不可欠 
◦ GISはより効率的に仕組みをまわすためのツール 
◦ 評価分析だけではなく工事計画策定にも利用 

 
 高度化・効率的なGIS運用には『GIS技術者』が不可欠 
◦ 自治体職員のGISスキルアップ及び専門技術者のサポートが必要 
  例）災害時復旧応援に関する協定 
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